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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

回収率
81

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２０ 年 ４ 月 分 ）

建　　　設 13
20
31

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

72.1%43
23 17 73.9%

73.0%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２０年４月２２日　～　４月２５日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
111
19

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１１１事業所及び組合にヒアリング

50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

26
68.4%
76.9%

回答数

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50
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○原材料高騰

○売上減少

○先行き不安

全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１１月 ▲ 31.7 ▲ 23.5 ▲ 23.8 ▲ 40.7 ▲ 35.2
１２月 ▲ 27.8 ▲ 35.7 ±0.0 ▲ 40.0 ▲ 31.2

１月 ▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3
２月 ▲ 44.4 ▲ 52.9 ▲ 10.5 ▲ 61.2 ▲ 42.8
３月 ▲ 40.5 ▲ 57.1 ▲ 22.2 ▲ 54.8 ▲ 18.7
４月 ▲ 41.9 ▲ 38.4 ▲ 20.0 ▲ 54.8 ▲ 47.0

見通し ▲ 29.6 ▲ 15.3 ▲ 20.0 ▲ 41.9 ▲ 29.4

【平成２０年４月の調査結果のポイント】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４１．９(前月水準▲４０．５)となり、マイナ
ス幅が▲１．４ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲３８．４(同▲
５７．１)、製造業▲２０．０(同▲２２．２)、変らない業種は、卸小売業▲５４．８(同▲５４．８)である。マイナ
ス幅が拡大した業種は、サービス業▲４７．０(同▲１８．７)であり、マイナス幅が▲２８．３ポイントと大幅
に拡大した。

【建設業】では、「建築基準法影響などで、受注が減っている」（板金・金物工事業）といったコメントや、「従業員の確
保は出来たが、来年も人員確保ができるか心配。他業者の従業員確保及び、定着率の対策も参考にしたい」（家庭
用機械器具小売業）、といった従業員確保不安のコメントが寄せられた。

○

≪業況ＤＩは依然としてマイナス４０台 原材料高騰により、仕入れ単価では建設業がマイナス８０台へ≫

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「ピーク時には７００台もの貼合機械が稼働していたが、最近では４５０台。相次ぐ再編成、工場統廃
合、倒産、廃業等である」（紙製容器製造業）との厳しい業況に関するコメントがあった。また、「建築基準法が今年４
月より改正され、売値が変わらず、仕入れ値が上昇した分、採算が悪化。また、建築確認届出を改訂前は外部に依
頼することが出来たが、それができなくなり人件費増」（その他の設備工事業）といった建築基準法による影響のコメ
ントも寄せられている。

【サービス業】では、「宿泊は柏市内では稼働率、一室単価ともに減。宴会は謝恩会等大型宴会増」（ホテル）といった
声の他、「土日にお客様が集中して、平日の売り上げが伸びない」（食堂・レストラン）との声や、「先行き不透明で非
常に厳しい」（民間放送業）といった、いずれも厳しい業況に対するコメントが寄せられている。

「見切りに入った春物を中心に、低価格のものが売れているが、消費者の購買意欲は低く先行き不安」（その他の各
種商品小売業）、「先行き不透明で非常に厳しい」（民間放送業）といった、先行きの不透明さへの不安の声が多く寄
せられた。

各業種から「４月よりほとんどの材料が値上がりしているが、積算通りに予算が通らない。品質の低下にならなけれ
ば…と心配」（電気工事業）、「原材料の値上げが続く、特に乳製品、チーズ系は３０％アップ。なかなか商品に価格を
転化できず苦戦」（菓子・パン小売業 ）、「４月LPガス仕切り価格多少値下げ、その分灯油値上がり。不需要期になる
がブタンの高値が続いているのでそれに引っ張られ、プロパン価格も再値上げになるだろう」（燃料小売業）、「原材
料値上げがペットフードで相次いでいます」（獣医業）といった原材料・原油価格高騰の影響の声が多く寄せられた。
また、一連の高騰に対し「PB商品の開発にグループ企業が一体となって取り組み、価格上昇を抑える努力をしてい
る」（その他の各種商品小売業）、などといったコメントも寄せられた。

【卸小売業】では、「春休みにより集客があったことや、マザーニーズ商材の動きが良かったことから、売上高は昨年
を上回る好調な出足となった」（各種商品小売業）など、売上好調のコメントが寄せられたが、一方「飲食店、小規模
商店など苦戦している。ただ、売上の悪い店と良い店との差がはっきり表れている」（食料・飲料卸売業）、「売上高、
利益の減少は、商圏内の各商業施設も同様の状況にある。紳士服、婦人服を始め、これまで好調であった身の回り
品においても厳しい状況」（百貨店）といった、厳しい業況に関する声も多く寄せられた。また、「４月から一部の一般
食品の値上げや、原油税の先行き不安、年金問題等により、消費者の購買力が減退ぎみになっている」（食料・飲料
卸売業）、といった、今後の先行きに対する不安の声も寄せられた。そのほか「文具、事務機の見本市に行くが、世代
交代がなく若手の顔が見えない」（書籍・文房具小売業）といったコメントも寄せられている。

原材料高騰の影響から、各業種から「良い方向へは向いているが、原料等の価格高騰により収益は伸びず」（その
他の鉄鋼業）、「投機的な石油や食材料の値上がりで利益が取れない」（その他の飲食料品小売業）「飲食店はむず
かしい経営になっている。昨年２月の店舗改装により、前年同月は３・４・５月と改装効果があったが、今月も売上は
悪くないが、減少した」（酒場・ビヤホール）などといった、売上減少の声も多く寄せられた。
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 16.0 ▲ 13.5 ▲ 46.9 ▲ 24.6 ▲ 66.6 ▲ 58.0 △ 4.9 △ 4.9
建　　　設 ▲ 7.6 ▲ 23.0 ▲ 61.5 ▲ 30.7 ▲ 84.6 ▲ 69.2 ▲ 15.3 ▲ 7.6
製　　　造 ▲ 5.0 △ 5.0 ▲ 30.0 ▲ 10.0 ▲ 75.0 ▲ 65.0 △ 15.0 △ 15.0
卸 ・小売 ▲ 19.3 ▲ 25.8 ▲ 51.6 ▲ 35.4 ▲ 61.2 ▲ 48.3 ▲ 6.4 ▲ 9.6
サービス ▲ 29.4 ▲ 5.8 ▲ 47.0 ▲ 17.6 ▲ 52.9 ▲ 58.8 △ 29.4 △ 29.4

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 41.9 ▲ 29.6 ▲ 17.2 ▲ 12.3
建　　　設 ▲ 38.4 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 7.6
製　　　造 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 15.0 ▲ 10.0
卸 ・小売 ▲ 54.8 ▲ 41.9 ▲ 9.6 ▲ 16.1
サービス ▲ 47.0 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 11.7

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 31.7 ▲ 27.8 ▲ 32.9 ▲ 44.4 ▲ 40.5 ▲ 41.9 ▲ 29.6 ( ▲ 31.6 )

建　　　 設 ▲ 23.5 ▲ 35.7 ▲ 46.6 ▲ 52.9 ▲ 57.1 ▲ 38.4 ▲ 15.3 ( ▲ 35.7 )

製　　　 造 ▲ 23.8 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 10.5 ▲ 22.2 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 40.7 ▲ 40.0 ▲ 34.4 ▲ 61.2 ▲ 54.8 ▲ 54.8 ▲ 41.9 ( ▲ 48.3 )

サ ー ビ ス ▲ 35.2 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 18.7 ▲ 47.0 ▲ 29.4 ( ▲ 31.2 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲３８．４
(同▲５７．１)、製造業▲２０．０(同▲２２．２)、変らない業種は、卸小売業▲５４．８(同▲５４．８)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、サービス業▲４７．０(同▲１８．７)であり、マイナス幅が▲２８．３
ポイントと大幅に拡大した。

平成２０年４月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２０年４月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２９．６（前月水準▲３１．６）
となり、マイナス幅が△２．０ポイント縮小する見通し

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲１５．３(同▲３５．７)、卸小売業▲４１．９(同▲１８．３)、サービス業▲２９．４(同▲３１．２)であり、
特に、建設業はマイナス幅が△２０．４ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大
する見通しの業種は、製造業▲２０．０(同±０．０）であり、マイナス幅が▲２０．０ポイントと大幅に
拡大する見通しである。

○

○

先行き見通し

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４１．９(前月水準▲４０．５)となり、
マイナス幅が▲１．４ポイント拡大した。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の業況

４月
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平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 21.9 ▲ 8.8 ▲ 25.3 ▲ 29.6 ▲ 12.6 ▲ 16.0 ▲ 13.5 ( ▲ 12.6 )

建　　　 設 ▲ 35.2 ▲ 28.5 ▲ 53.3 ▲ 41.1 ▲ 35.7 ▲ 7.6 ▲ 23.0 ( ▲ 35.7 )

製　　　 造 ▲ 9.5 △ 10.5 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 11.1 ▲ 5.0 △ 5.0 ( △ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 17.2 ▲ 29.0 ▲ 6.4 ▲ 19.3 ▲ 25.8 ( ▲ 19.3 )

サ ー ビ ス ▲ 41.1 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 57.1 ▲ 6.2 ▲ 29.4 ▲ 5.8 ( ▲ 6.2 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲２３．０(同▲３５．７)、サービス業▲５．８(同▲６．２)であり、プラス幅が縮小する見通しの業種は、
製造業△５．０(同△１１．１)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲２５．８(同
▲１９．３)である。

　　平成２０年４月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

○

○

【平成２０年４月の売上についての状況】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．０(前月水準▲１２．６)となり、
マイナス幅が▲３．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲７．６
(同▲３５．７)、製造業▲５．０(同▲１１．１)であり、特に、建設業はマイナス幅が△２８．１ポイントと
大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２９．４(同▲６．
２)、卸小売業▲１９．３(同▲６．４)であり、特に、サービス業はマイナス幅が▲２３．２ポイントと大幅

拡
向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．５（前月水準▲１２．６）
となり、マイナス幅が▲０．９ポイント拡大する見通し

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の売上

４月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 28.0 ▲ 34.1 ▲ 37.9 ▲ 54.3 ▲ 32.9 ▲ 46.9 ▲ 24.6 ( ▲ 29.1 )

建　　　 設 ▲ 29.4 ▲ 64.2 ▲ 53.3 ▲ 64.7 ▲ 64.2 ▲ 61.5 ▲ 30.7 ( ▲ 50.0 )

製　　　 造 ▲ 28.5 ▲ 21.0 ▲ 40.0 ▲ 31.5 ▲ 16.6 ▲ 30.0 ▲ 10.0 ( ▲ 27.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 25.9 ▲ 30.0 ▲ 31.0 ▲ 58.0 ▲ 29.0 ▲ 51.6 ▲ 35.4 ( ▲ 22.5 )

サ ー ビ ス ▲ 29.4 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 64.2 ▲ 31.2 ▲ 47.0 ▲ 17.6 ( ▲ 25.0 )

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４６．９(前月水準▲３２．９)となり、
マイナス幅が▲１４．０ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲６１．５(同▲６４．２)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲５１．６(同▲２９．０)、サービス業
▲４７．０(同▲３１．２)、製造業▲３０．０(同▲１６．６)であり、特に、卸小売業はマイナス幅が▲２２．
６ポイントと大幅に拡大した。

【平成２０年４月の採算についての状況】

○

先行き見通し

　　平成２０年４月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２４．６（前月水準▲２９．１）
となり、マイナス幅が△４．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲３０．７(同▲５０．０)、製造業▲１０．０(同▲２７．７)、サービス業▲１７．６(同▲２５．０)である。マイ
ナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲３５．４(同▲２２．５)である。

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の採算

４月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 60.9 ▲ 53.1 ▲ 62.0 ▲ 60.4 ▲ 60.7 ▲ 66.6 ▲ 58.0 ( ▲ 49.3 )

建　　　 設 ▲ 64.7 ▲ 71.4 ▲ 73.3 ▲ 76.4 ▲ 78.5 ▲ 84.6 ▲ 69.2 ( ▲ 64.2 )

製　　　 造 ▲ 61.9 ▲ 57.8 ▲ 65.0 ▲ 52.6 ▲ 61.1 ▲ 75.0 ▲ 65.0 ( ▲ 61.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 55.5 ▲ 46.6 ▲ 55.1 ▲ 54.8 ▲ 51.6 ▲ 61.2 ▲ 48.3 ( ▲ 41.9 )

サ ー ビ ス ▲ 64.7 ▲ 43.7 ▲ 60.0 ▲ 64.2 ▲ 62.5 ▲ 52.9 ▲ 58.8 ( ▲ 37.5 )

先行き見通し

【平成２０年４月の仕入単価についての状況】

○

○

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６６．６(前月水準６０．７)となり、マイ
ナス幅が▲５．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲５２．９(同▲６２．５)
である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲７５．０(同▲６１．１)、卸小売業
▲６１．２(同▲５１．６)、建設業▲８４．６(同▲７８．５)である。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５８．０（前月水準▲４９．３）
となり、マイナス幅が▲８．７ポイント拡大する見通しである。

業種別では、すべての業種において、前月水準と比べて、マイナス幅が拡大する見通し。幅の大き
い順に、サービス業▲５８．５(同▲３７．５)、卸小売業▲４８．３(同▲４１．９)、建設業▲６９．２(同▲
６４．２)、製造業▲６５．０(同▲６１．１)である。特に、サービス業はマイナス幅が▲２１．３ポイントと
大幅に拡大する見通しである。

　　平成２０年４月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の仕入単価

４月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

6



平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 △ 18.2 △ 18.9 △ 16.4 △ 12.3 △ 21.5 △ 4.9 △ 4.9 ( △ 11.3 )

建　　　 設 △ 11.7 △ 7.1 △ 6.6 △ 5.8 △ 14.2 ▲ 15.3 ▲ 7.6 ( ±0.0 )

製　　　 造 △ 14.2 △ 15.7 △ 10.0 △ 21.0 △ 27.7 △ 15.0 △ 15.0 ( △ 33.3 )

卸 ・ 小売 △ 3.7 △ 3.3 △ 6.8 ▲ 3.2 △ 6.4 ▲ 6.4 ▲ 9.6 ( ▲ 6.4 )

サ ー ビ ス △ 52.9 △ 62.5 △ 53.3 △ 42.8 △ 50.0 △ 29.4 △ 29.4 ( △ 31.2 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、△４．９（前月水準△１１．３）
となり、プラス幅が▲６．４ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業△２９．４(同△３１．２)、製造業△１５．０(同△３３．３)である。マイナス幅が拡大する見通しの業
種は、幅の大きい順に、建設業▲７．６(同±０．０)、卸小売業▲９．６(同▲６．４)である。

　　平成２０年４月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△４．９(前月水準△２１．５)となり、プ
ラス幅が▲１６．６ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業△１５．０
(同△２７．７)、サービス業△２９．４(同△５０．０)である。特に、サービス業はプラス幅が▲２０．６ポ
イントと大幅に縮小した。プラスからマイナスに転じた業種は、幅の大きい順に、建設業▲１５．３(同
△１４．２)、卸小売業▲６．４（同△６．４）であり、特に、建設業は▲２９．５ポイントと大幅に悪化し

【平成２０年４月の従業員についての状況】

○

○

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の従業員

４月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

△ 70.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月～７月 ( ４月～６月 )

全　産　業 ▲ 15.8 ▲ 18.9 ▲ 20.2 ▲ 24.6 ▲ 16.4 ▲ 17.2 ▲ 12.3 ( ▲ 12.6 )

建　　　 設 ▲ 23.5 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 23.5 ▲ 21.4 ▲ 23.0 ▲ 7.6 ( ▲ 7.1 )

製　　　 造 ▲ 4.7 ▲ 21.0 ▲ 15.0 ▲ 5.2 ▲ 5.5 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.1 ▲ 23.3 ▲ 10.3 ▲ 22.5 ▲ 12.9 ▲ 9.6 ▲ 16.1 ( ▲ 9.6 )

サ ー ビ ス ▲ 29.4 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ▲ 57.1 ▲ 31.2 ▲ 29.4 ▲ 11.7 ( ▲ 37.5 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲１１．７(同
▲３７．５)であり、マイナス幅が△２５．８ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大
する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１０．０(同±０．０)、卸小売業▲１６．１（同▲９．
６)、建設業▲７．６(同▲７．１)である。

○

○

先行き見通し

平成２０年４月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２０年４月の資金繰りについての状況】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．２(前月水準▲１６．４)となり、
マイナス幅が▲０．８ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲９．
６(同▲１２．９)、サービス業▲２９．４(同▲３１．２)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、製造業▲１５．０(同▲５．５)、建設業▲２３．０(同▲２１．４)である。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．３（前月水準▲１２．６）
となり、マイナス幅が△０．３ポイント縮小する見通しである。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＤＩ値

月別

平成２０年４月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年４月の資金繰り

４月
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【平成２０年４月の業種別業界内トピックス】
産業別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種
建設 建築基準法影響などで、受注が減っている上、材料値上げがプラスされ、

厳しい状況です。打開策が必要です
建築基準法
受注減少
原材料高騰

板金・金物工事業

４月は新卒入社６名、他４名入社しており、従業員の確保は出来ました
が、来年も人員確保ができるか心配しています。他業者の従業員確保及
び、定着率の対策も参考にしたいと考えています

従業員確保 家庭用機械器具小売業

４月よりほとんどの材料が値上がりしているが、積算通りに予算が通らな
い。品質の低下にならなければ…と心配

原材料高騰
不採算見積
品質低下

電気工事業

製造

段ボール業界では、ピーク時には７００台もの貼合機械が稼働していた
が、最近では４５０台となっている。相次ぐ再編成、工場統廃合、倒産、廃
業等である。これからは更に、生産性、コスト、品質などで激しい競争が予
想される

稼働率低下
競争激化

紙製容器製造業

良い方向へは向いているが、原料等の価格高騰により収益は伸びず 原材料高騰
収益圧迫

その他の鉄鋼業

エレベータ建築基準法が今年４月より改正され、売値が変わらず、仕入れ
値が上昇した分、採算が悪化。また、建築確認届出を一級建築士が行う
ことが（自社社員として）従来通り行われる。改訂前は外部に依頼すること
が出来たが、それができなくなり、人件費増となる

建築基準法
仕入れ上昇
採算悪化
人件費増加

その他の設備工事業

機械に使用する鋳物の納期が逼迫している。又、業者から化学製品関係
の機械消耗品の値上要求があった

消耗品値上げ その他の機械・同部分品製造業

卸小売
飲食店、小規模商店など苦戦していると思います。ただ、売上の悪い店と
良い店との差がはっきり表れているようにみえます。

小規模商店苦戦
業績格差

食料・飲料卸売業

売上高、利益の減少は当社固有の問題もありますが、商圏内の各商業施
設も同様の状況にあるようです。食料品以外は、紳士服、婦人服を始め、
これまで好調であった身の回り品（紳士・婦人雑貨系）においても厳しい状
況にあります

利益減少
身の回り品
厳しい業況

百貨店

野菜全般は、やや高めの価格で推移していますが、果実は入荷減単価安
が続いています。４月から一部の一般食品の値上げや、原油税の先行き
不安、年金問題等により、消費者の購買力が減退ぎみになっている感が
あります。今後とも青果物等の商品動き変化に注目しながら、対応を図っ
ていきます

食料品値上げ
野菜単価高
果実単価安
購買意欲の減退
先行き不安

食料・飲料卸売業

PB商品の開発にグループ企業が一体となって取り組み、価格上昇を抑え
る努力をしているが、NB商品は価格が上がっている

ブランド活用 その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

原材料の値上げが続く、特に乳製品、チーズ系は３０％アップ。なかなか
商品に価格を転化できず苦戦

原材料高騰
乳製品値上げ
価格転嫁

菓子・パン小売業

大型ショッピングセンターの大波も沈静化したように思う。文具、衣料品の
新学期用品は絶好調であるが、投機的な石油や食材料の値上がりで利
益が取れない。しかし昨年に続き経営努力で良い決算ができそうです

新学期需要
売上好調
原材料高騰
利益圧迫

その他の飲食料品小売業
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【平成２０年４月の業種別業界内トピックス】
４月LPガス仕切り価格値下げ（多少）、その分灯油値上がり。不需要期に
なるがブタンの高値が続いているのでそれに引っ張られ、プロパン価格も
再値上げになるだろう・収益悪化に耐えられるかな

原油高騰
収益悪化

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

見切りに入った春物を中心に、低価格のものが売れているが、消費者の
購買意欲は低く。先行き不安である。

低価格商品
購買意欲低下
先行き不安

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

売上減少、雨の影響かも？ 売上減少
天候の影響

婦人・子供服小売業

４月度月初は春休みにより集客があったことや、マザーニーズ商材の動き
が良かったことから、売上高は昨年を上回る好調な出足となった。以降も
昨年７・８階リニューアルによる休業があったことから、昨年を上回る推移
となった。途中、悪天候により若干苦戦する日もあったが、全体では前年
を大きく上回る推移となり、月末にかけては「ゴールデンウィーク
HappyFesta」フェアを実施し、売上に繋げた

春休み商戦
売上好調
天候の影響
ゴールデンウィーク

各種商品小売業

文具、事務機の、見本市に行くが、世代交代がなく、若手の顔が見えな
い。これすなわちシフトがされてなく、文具店はなくなってしまうのでは？

世代交代 書籍・文房具小売業

塗料メーカが４月１日から一斉に値上げを通告してきた為、仕入れ価格は
上昇した。徐々に売値に転嫁せざるを得ない

仕入れ上昇
価格転嫁

塗料卸売業

サービス 土日にお客様が集中して、平日の売り上げが伸びない 平日売上不振 食堂・レストラン
宿泊…柏市内では稼働率、一室単価ともに減（３月度）　宴会…謝恩会等
大型宴会増（３月度）

宴会増
宿泊減

ホテル

先行き不透明で非常に厳しい 先行き不透明 民間放送業（有線放送業を除く）
すべての食材が値上がり、特に揚げ物用のてんぷら油が異常な値上げ。
商社がらみのオイルショックだと思う。また正社員からアルバイト、パート
従業員へ変えたが、アルバイト賃金上昇等で厳しく、なおかつアルバイト
の応募が少なく、労働集約型の飲食店はむずかしい経営になっている。
昨年２月の店舗改装により、前年同月は３・４・５月と改装効果があった
が、今月も売上は悪くないが、減少した。

原材料高騰
人件費増加
人材不足
売上減少

酒場・ビヤホール

原材料値上げがペットフードで相次いでいます 原材料高騰 獣医業
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【平成２０年４月の多い景気キーワード】

・ 材料値上げがプラスされ、厳しい状況です。打開策が必要です

・ ４月よりほとんどの材料が値上がりしているが、積算通りに予算が通らない。

・ 良い方向へは向いているが、原料等の価格高騰により収益は伸びず

・ 売値が変わらず、仕入れ値が上昇した分、採算が悪化。

・ 業者から化学製品関係の機械消耗品の値上要求があった
・ 原材料の値上げが続く、特に乳製品、チーズ系は３０％アップ。なかなか商品に

価格を転化できず苦戦

・ 投機的な石油や食材料の値上がりで利益が取れない。
・ ４月LPガス仕切り価格値下げ（多少）、その分灯油値上がり。不需要期になるが

ブタンの高値が続いているのでそれに引っ張られ、プロパン価格も再値上げにな
るだろう・収益悪化に耐えられるか？

・ 塗料メーカが４月１日から一斉に値上げを通告してきた為、仕入れ価格は上昇し
・ すべての食材が値上がり、特に揚げ物用のてんぷら油が異常な値上げ。
・ 原材料値上げがペットフードで相次いでいます

・ 建築基準法影響などで、受注が減っている
・ 売上高、利益の減少は当社固有の問題もありますが、商圏内の各商業施設も同

様の状況にあるようです。食料品以外は、紳士服、婦人服を始め、これまで好調
であった身の回り品（紳士・婦人雑貨系）においても厳しい状況にあります

・ 売上減少、雨の影響かも？
・ 昨年２月の店舗改装により、前年同月は３・４・５月と改装効果があったが、今月

も売上は悪くないが、減少した。

・ ４月から一部の一般食品の値上げや、原油税の先行き不安、年金問題等によ
り、消費者の購買力が減退ぎみになっている感があります。

・ 見切りに入った春物を中心に、低価格のものが売れているが、消費者の購買意
欲は低く。先行き不安である。

・ 先行き不透明で非常に厳しい

◎原材料高騰

◎先行き不安

◎売上減少
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平成２０年４月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲41.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲50.4で、
マイナス幅が8.5ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業・
製造業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、
卸小売業・サービス業。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲16.0に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲38.6で、
マイナス幅が22.6ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、１０ポイント以上良い業種は、建設業・製造業・卸小売業業。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△4.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲3.8で、プラ
ス幅が8.7ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業・製造
業・サービス業で、10ポイント以上良い業種は製造業・サービス業。「柏の
景気」の方が悪い業種は、卸小売業。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲17.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲30.3で、
マイナス幅が13.1ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業・
製造業・卸小売業で、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪
い業種は、サービス業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲46.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲47.1で、
マイナス幅が0.2ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は製造業で、
１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業・
サービス業。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲66.6に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲55.9で、
マイナス幅が10.7ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービ
ス業。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製造業・卸小売業で、いず
れも１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 41.9 ▲ 38.4 ▲ 20.0 ▲ 54.8 ▲ 47.0

▲ 50.4 ▲ 64.6 ▲ 43.1 ▲ 52.8 ▲ 44.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.0 ▲ 7.6 ▲ 5.0 ▲ 19.3 ▲ 29.4

▲ 38.6 ▲ 54.3 ▲ 25.5 ▲ 42.0 ▲ 36.4

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 46.9 ▲ 61.5 ▲ 30.0 ▲ 51.6 ▲ 47.0

▲ 47.1 ▲ 61.4 ▲ 46.1 ▲ 42.7 ▲ 45.9

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 66.6 ▲ 84.6 ▲ 75.0 ▲ 61.2 ▲ 52.9

▲ 55.9 ▲ 67.2 ▲ 63.5 ▲ 49.0 ▲ 53.4

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 4.9 ▲ 15.3 △ 15.0 ▲ 6.4 △ 29.4

▲ 3.8 ▲ 20.9 ▲ 3.8 △ 2.0 △ 1.6

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.2 ▲ 23.0 ▲ 15.0 ▲ 9.6 ▲ 29.4

▲ 30.3 ▲ 43.5 ▲ 25.3 ▲ 30.0 ▲ 27.7

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

平成２０年４月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



 調査期間：平成２０年４月２２日～２５日 
 
調査対象：柏市内１１１事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数８１ 

柏 の 景 気 情 報 
（４月の調査結果のポイント）

 

柏 

市 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
依
然
と
し
て
マ

イ
ナ
ス
４
０
台 

原
材
料
高
騰
に

よ
り
、仕
入
れ
単
価
で
は
建
設
業

が
マ
イ
ナ
ス
８
０
台
へ 

 

４
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ
値

(
前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以
下
同

じ)
は
、
▲
４
１
．
９(

前
月
水
準

▲
４
０
．
５)
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス

幅
が
▲
１
．
４
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し

た
。 業

種
別
で
は
、
前
月
水
準
と
比

べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た

業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、
建

設
業
▲
３
８
．
４(

同
▲
５
７
．

１)

、
製
造
業
▲
２
０
．
０(

同
▲

２
２
．
２)

、
変
ら
な
い
業
種
は
、

卸
小
売
業
▲
５
４
．
８(

同
▲
５

４
．
８)

で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
し
た
業
種
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
▲

４
７
．
０(

同
▲
１
８
．
７)

で
あ
り
、

マ
イ
ナ
ス
幅
が
▲
２
８
．
３
ポ
イ
ン

ト
と
大
幅
に
拡
大
し
た
。 

 

【
建
設
業
】
で
は
、「
建
築
基
準
法

影
響
な
ど
で
、
受
注
が
減
っ
て
い

る
」（
板
金
・
金
物
工
事
業
）
と
い

っ
た
コ
メ
ン
ト
や
、「
従
業
員
の
確

保
は
出
来
た
が
、
来
年
も
人
員
確
保

が
で
き
る
か
心
配
。
他
業
者
の
従
業

員
確
保
及
び
、
定
着
率
の
対
策
も
参

考
に
し
た
い
」（
家
庭
用
機
械
器
具

小
売
業
）、
と
い
っ
た
従
業
員
確
保

不
安
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 【
製
造
業
】
で
は
、「
ピ
ー
ク
時
に

は
７
０
０
台
も
の
貼
合
機
械
が
稼

働
し
て
い
た
が
、
最
近
で
は
４
５
０

台
。相
次
ぐ
再
編
成
、工
場
統
廃
合
、

倒
産
、
廃
業
等
で
あ
る
」（
紙
製
容

器
製
造
業
）
と
の
厳
し
い
業
況
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、「
建
築
基
準
法
が
今
年
４

月
よ
り
改
正
さ
れ
、
売
値
が
変
わ
ら

ず
、
仕
入
れ
値
が
上
昇
し
た
分
、
採

算
が
悪
化
。
ま
た
、
建
築
確
認
届
出

を
改
訂
前
は
外
部
に
依
頼
す
る
こ

と
が
出
来
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く

な
り
人
件
費
増
」（
そ
の
他
の
設
備

工
事
業
）
と
い
っ
た
建
築
基
準
法
に

よ
る
影
響
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。 

 

【
卸
小
売
業
】
で
は
、「
春
休
み
に

よ
り
集
客
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
マ
ザ

ー
ニ
ー
ズ
商
材
の
動
き
が
良
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
売
上
高
は
昨
年
を
上

回
る
好
調
な
出
足
と
な
っ
た
」（
各

種
商
品
小
売
業
）
な
ど
、
売
上
好
調

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
一

方
「
飲
食
店
、
小
規
模
商
店
な
ど
苦

戦
し
て
い
る
。
た
だ
、
売
上
の
悪
い

店
と
良
い
店
と
の
差
が
は
っ
き
り

表
れ
て
い
る
」（
食
料
・
飲
料
卸
売

業
）、「
売
上
高
、
利
益
の
減
少
は
、

商
圏
内
の
各
商
業
施
設
も
同
様
の

状
況
に
あ
る
。
紳
士
服
、
婦
人
服
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
好
調
で
あ
っ
た
身

の
回
り
品
に
お
い
て
も
厳
し
い
状

況
」（
百
貨
店
）
と
い
っ
た
、
厳
し

い
業
況
に
関
す
る
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。 

ま
た
、「
４
月
か
ら
一
部
の
一
般

食
品
の
値
上
げ
や
、
原
油
税
の
先
行

き
不
安
、
年
金
問
題
等
に
よ
り
、
消

費
者
の
購
買
力
が
減
退
ぎ
み
に
な

っ
て
い
る
」（
食
料
・
飲
料
卸
売

業
）、
と
い
っ
た
、
今
後
の
先
行
き

に
対
す
る
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ

た
。 そ

の
ほ
か
「
文
具
、
事
務
機
の
見

本
市
に
行
く
が
、
世
代
交
代
が
な
く

若
手
の
顔
が
見
え
な
い
」（
書
籍
・

文
房
具
小
売
業
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン

ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 
【
サ
ー
ビ
ス
業
】
で
は
、「
宿
泊
は

柏
市
内
で
は
稼
働
率
、
一
室
単
価
と

も
に
減
。
宴
会
は
謝
恩
会
等
大
型
宴

会
増
」（
ホ
テ
ル
）
と
い
っ
た
声
の

他
、「
土
日
に
お
客
様
が
集
中
し

て
、
平
日
の
売
り
上
げ
が
伸
び
な

い
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
の

声
や
、「
先
行
き
不
透
明
で
非
常
に

厳
し
い
」（
民
間
放
送
業
）
と
い
っ

た
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
業
況
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

四
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
原
材
料
高
騰 

各
業
種
か
ら
「
４
月
よ
り
ほ
と

ん
ど
の
材
料
が
値
上
が
り
し
て
い

る
が
、
積
算
通
り
に
予
算
が
通
ら

な
い
。
品
質
の
低
下
に
な
ら
な
け

れ
ば
と
心
配
」（
電
気
工
事
業
）、

「
原
材
料
の
値
上
げ
が
続
く
、
特

に
乳
製
品
、
チ
ー
ズ
系
は
３
０
％

ア
ッ
プ
。
な
か
な
か
商
品
に
価
格

を
転
化
で
き
ず
苦
戦
」（
菓
子
・
パ

ン
小
売
業 

）、「
４
月LP

ガ
ス
仕

切
り
価
格
多
少
値
下
げ
、
そ
の
分

灯
油
値
上
が
り
。
不
需
要
期
に
な

る
が
ブ
タ
ン
の
高
値
が
続
い
て
い

る
の
で
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
、
プ

ロ
パ
ン
価
格
も
再
値
上
げ
に
な
る

だ
ろ
う
」（
燃
料
小
売
業
）、「
原

材
料
値
上
げ
が
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
で

相
次
い
で
い
ま
す
」（
獣
医
業
）と

い
っ
た
原
材
料
・
原
油
価
格
高
騰

の
影
響
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。 ま

た
、
一
連
の
高
騰
に
対
し

「PB

商
品
の
開
発
に
グ
ル
ー
プ

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
価
格
上
昇
を
抑
え
る
努
力
を

し
て
い
る
」（
そ
の
他
の
各
種
商

品
小
売
業
）、な
ど
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
た
。 

 ◎
売
上
減
少 

原
材
料
高
騰
の
影
響
か
ら
、
各

業
種
か
ら
「
良
い
方
向
へ
は
向
い

て
い
る
が
、
原
料
等
の
価
格
高
騰

に
よ
り
収
益
は
伸
び
ず
」（
そ
の

他
の
鉄
鋼
業
）、「
投
機
的
な
石
油

や
食
材
料
の
値
上
が
り
で
利
益
が

取
れ
な
い
」（
そ
の
他
の
飲
食
料

品
小
売
業
）「
飲
食
店
は
む
ず
か
し

い
経
営
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
２
月

の
店
舗
改
装
に
よ
り
、
前
年
同
月
は

３
・
４
・
５
月
と
改
装
効
果
が
あ
っ

た
が
、
今
月
も
売
上
は
悪
く
な
い

が
、
減
少
し
た
」（
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ

ー
ル
）
な
ど
と
い
っ
た
、
売
上
減
少

の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

 ◎
先
行
き
不
安 

「
見
切
り
に
入
っ
た
春
物
を
中
心

に
、
低
価
格
の
も
の
が
売
れ
て
い
る

が
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
は
低
く
先

行
き
不
安
」（
そ
の
他
の
各
種
商
品

小
売
業
）、「
先
行
き
不
透
明
で
非

常
に
厳
し
い
」（
民
間
放
送
業
）
と

い
っ
た
、
先
行
き
の
不
透
明
さ
へ
の

不
安
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景

気
」
が
▲
４
１
．
９
に
対
し
、｢CCI

‐LOBO
｣

が
▲
５
０
．
４
で
、
マ

イ
ナ
ス
幅
が
８
．
５
ポ
イ
ン
ト
小
さ

い
。「
柏
の
景
気
」
の
方
が
良
い
業

種
は
、
建
設
業
・
製
造
業
で
、
い
ず

れ
も
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
良
い
。

「
柏
の
景
気
」
の
方
が
悪
い
業
種

は
、
卸
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
。 

 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

  全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

１１月 ▲ 31.7 ▲ 23.5 ▲ 23.8 ▲ 40.7 ▲ 35.2
１２月 ▲ 27.8 ▲ 35.7 ±0.0 ▲ 40.0 ▲ 31.2
１月 ▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3
２月 ▲ 44.4 ▲ 52.9 ▲ 10.5 ▲ 61.2 ▲ 42.8
３月 ▲ 40.5 ▲ 57.1 ▲ 22.2 ▲ 54.8 ▲ 18.7
４月 ▲ 41.9 ▲ 38.4 ▲ 20.0 ▲ 54.8 ▲ 47.0

見通し ▲ 29.6 ▲ 15.3 ▲ 20.0 ▲ 41.9 ▲ 29.4
｢見通し｣は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ



  

 調査期間：平成２０年４月１６日～２２日 
 
調査対象：全国の406商工会議所が2571業種

     組合等にヒアリング調査を実施。 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（４月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
５
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ

ス
５
０
台
へ
、
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
は

１
４
カ
月
連
続
で
悪
化 

 

４
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
月
比
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
前
月
水
準

（
▲
４
６
．
９
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

が
３
．
５
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
▲
５

０
．４
と
な
り
、０
３
年
４
月
以
来
、

５
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
５
０
台
と

な
っ
た
。 

 

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、す
べ
て

の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
。 

 

景
気
に
関
す
る
声
、当
面
す
る
問

題
と
し
て
は
、製
造
な
ど
一
部
に
好

調
（
鉄
鋼
、
機
械
関
係
の
受
注
増
加

等
）、
先
行
き
期
待
と
い
う
声
が
あ

る
も
の
の
、仕
入
価
格
の
高
騰
に
伴

う
採
算
の
悪
化
、消
費
の
低
迷
に
よ

る
売
上
の
減
少
な
ど
を
訴
え
る
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。 

 
 

 

【
建
設
業
】「
依
然
と
し
て
公
共
・

民
間
工
事
と
も
受
注
が
減
少
し
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
」（
一
般
工
事

業
）、「
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

に
伴
う
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ

り
、
採
算
が
大
幅
に
悪
化
」（
建
築

工
事
業
）、「
暫
定
税
率
の
期
限
切

れ
の
影
響
に
よ
り
、発
注
が
見
送
ら

れ
契
約
し
た
工
事
が
で
き
ず
、従
業

員
の
リ
ス
ト
ラ
が
発
生
。今
後
は
業

者
の
廃
業
も
予
想
さ
れ
る
厳
し
い

状
況
」（
一
般
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
原
材
料
価
格
の
高
騰

に
伴
う
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
と
受

注
の
減
少
に
よ
り
、
採
算
が
悪
化
」

（
繊
維
製
品
製
造
業
）、「
販
売
価

格
の
値
上
げ
を
実
行
し
、採
算
は
確

保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、仕
入

価
格
も
上
昇
し
て
お
り
、今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
見
込
み
」（
工
業

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
）と
い
っ

た
窮
状
を
訴
え
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
に
は
、

「
中
国
産
製
品
の
敬
遠
に
よ
り
、国

内
加
工
企
業
へ
の
受
注
が
増
加
」

（
水
産
食
料
品
製
造
業
）と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
る
。 

 
【
卸
売
業
】「
包
装
資
材
等
の
価
格

上
昇
に
よ
り
、必
要
経
費
が
利
益
を

上
回
り
、
経
営
を
圧
迫
」（
農
畜
産

水
産
物
卸
売
業
）、「
鉄
関
係
の
製

品
価
格
は
数
年
前
の
２
倍
以
上
に

高
騰
、
原
油
価
格
も
上
昇
傾
向
と
、

先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
」（
建
築

材
料
卸
売
業
）、「
売
上
の
減
少
や

採
算
の
悪
化
に
伴
う
長
期
間
の
不

況
に
よ
り
、
倒
産
が
大
幅
に
増
加
」

（
家
具
・
建
具
等
卸
売
業
） 

 
 

【
小
売
業
】「
各
商
品
の
値
上
げ
に

伴
い
、消
費
者
の
購
買
意
欲
が
低
下

し
、
売
上
は
停
滞
気
味
」（
百
貨

店
）、「
採
算
が
悪
化
し
、従
業
員
を

雇
え
な
い
状
況
」（
そ
の
他
の
小
売

業
）、「
大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
進
出
が
決
ま
り
、今
後

の
悪
影
響
を
懸
念
」（
そ
の
他
の
小

売
業
） 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
「
売
上
は
増
加

も
、
食
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
で
、

採
算
は
悪
化
」
（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ

ン
）
、
「
原
油
価
格
が
最
高
値
を
更

新
す
る
な
ど
、
経
営
が
厳
し
い
状

況
」
（
運
送
業
）
、
「
宿
泊
客
数
の

減
少
に
加
え
、各
種
仕
入
価
格
の
高

騰
に
よ
り
採
算
が
悪
化
」
（
旅
館
） 

 

四
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

○
更
な
る
悪
化
へ
の
懸
念 
 

各
業
種
か
ら
、業
況
の
悪
化
と
先

行
き
へ
の
懸
念
を
訴
え
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
建
設
か
ら
は
、

「
受
注
価
格
の
下
落
と
競
争
激
化

に
よ
り
、
今
後
へ
の
不
安
感
が
増

大
」（
東
京
・
建
築
工
事
業
）
と
の

コ
メ
ン
ト
、
製
造
か
ら
は
、「
材
料

費
が
４
月
よ
り
再
値
上
げ
と
な
る

が
、一
方
で
受
注
先
か
ら
は
コ
ス
ト

低
減
の
要
求
が
強
く
、
厳
し
い
状

況
」（
佐
野
・
金
属
加
工
機
械
製
造

業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
、

「
地
元
企
業
の
倒
産
が
続
く
一
方
、

競
合
店
の
出
店
も
予
定
さ
れ
る
な

ど
、今
後
も
厳
し
い
状
況
と
な
る
見

込
み
」（
盛
岡
・
百
貨
店
）、「
仕
入

価
格
の
上
昇
幅
が
さ
ら
に
拡
大
し
、

今
後
の
採
算
の
悪
化
を
懸
念
」（
深

谷
・
そ
の
他
の
小
売
業
）
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
仕
入
コ
ス
ト
の
更
な
る
上
昇 

 

各
業
種
か
ら
、原
材
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
を

訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。建

設
か
ら
は
、「
今
月
に
入
り
鉄
鋼
、

金
属
な
ど
の
資
材
価
格
は
一
段
と

高
騰
し
て
お
り
、厳
し
い
競
争
の
中

で
の
価
格
転
嫁
は
難
し
く
、収
益
を

圧
迫
」（
静
岡
・
一
般
工
事
業
）、

「
木
材
、
建
材
、
金
物
等
の
価
格
が

１
０
〜
１
５
％
上
昇
す
る
な
ど
厳

し
い
状
況
」（
上
田
・
他
の
職
別
工

事
業
）
と
の
コ
メ
ン
ト
、
製
造
か
ら

は
、「
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
加

え
、一
部
材
料
は
入
手
が
困
難
な
状

況
」（
函
館
・
一
般
産
業
用
機
械
製

造
業
）、「
原
材
料
で
あ
る
鋼
材
価

格
は
依
然
と
し
て
高
値
で
推
移
し

て
お
り
、コ
ス
ト
増
に
見
合
う
ほ
ど

販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
状
況
」

（
静
岡
・
自
動
車
・
附
属
品
製
造
業
）

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
小
売
か
ら
も
、「
原
料
価
格
高

騰
の
影
響
に
よ
り
、日
用
品
の
値
上

げ
が
顕
著
、売
上
へ
の
悪
影
響
を
懸

念
」（
松
戸
・
百
貨
店
）
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 ○
暫
定
税
率
失
効
の
影
響 

 

今
月
は
建
設
業
か
ら
、道
路
特
定

財
源
の
暫
定
税
率
の
期
限
切
れ
に

伴
う
受
注
へ
の
悪
影
響
や
、先
行
き

に
対
す
る
不
安
を
訴
え
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
各
自
治
体

の
道
路
関
係
予
算
に
一
時
凍
結
の

動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、予
算
執
行

が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
、当

面
の
資
金
繰
り
が
困
難
」（
盛
岡
・

一
般
工
事
業
）、「
公
共
工
事
減
少

へ
の
追
い
打
ち
を
懸
念
」（
沼
田
・

一
般
工
事
業
）、「
道
路
工
事
の
発

注
が
遅
れ
、業
況
が
さ
ら
に
悪
化
す

る
見
込
み
」（
札
幌
・
一
般
工
事 

業
）、「
新
年
度
の
工
事
発
注
が
極
端

に
少
な
く
、
先
行
き
見
通
し
も
全
く

で
き
な
い
状
況
で
、
廃
業
や
従
業
員

の
リ
ス
ト
ラ
が
発
生
」（
倉
吉
・
一
般

工
事
業
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
輸
出
関
連
の
製
造
業
か
ら

も
、「
急
速
な
円
高
が
収
益
減
少
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
」（
金
沢
・
金
属

製
品
製
造
業
）、「
円
高
に
よ
る
企
業

経
営
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
」（
相
模

原
・
金
属
加
工
機
械
業
）
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１１月  36.1  46.8  29.2  45.6  36.0  32.6
１２月  40.8  57.3  34.9  44.9  39.0  37.1
１月  47.9  58.1  40.4  55.6  49.2  44.5
２月 ▲47.5 ▲57.7 ▲40.3 ▲57.7 ▲49.1 ▲42.7
３月  46.9  59.4  41.3  47.3  48.4  43.3
４月 ▲50.4 ▲64.6 ▲43.1 ▲53.6 ▲52.8 ▲44.4

見通し ▲47.1 ▲60.5 ▲46.8 ▲41.1 ▲47.2 ▲40.9
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


